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Ｐ１７８ □直線と平面の位置関係 

 ひろげよう  「ひろげようを読んでください。」 

平面の上に立方体がのっている図を指示しながらいっしょに書いてみる。 

①ノ－トの罫線を８行あけて一本８ｃｍなぞる。 

②そこから６行開けて少し左にずらして一本８ｃｍなぞる。 

③この二本の左端、右端をつなぐ。 

④左端から１ｃｍ，右端から１ｃｍを点でとり左どおし右どおしをつなぐ。 

⑤上の線から下へ１行目と下から上へ１行目をなぞる 

⑥④⑤でできた交点から上へ６ｃｍの４本の柱を立てる。 

⑦４本のはしらの先をつなぐとできあがり。 

 

 ・直線ＢＣと平面ＥＦＧＨの位置関係は平行である。 

 ・直線ＢＣと平面ＣＧＨＤの位置関係は垂直に交わる。 

       このように平面を言うときはぐるりと一回りするように言うこと 

       どこから出発してもいいしどちら廻りでもいい 

 ・直線ＢＣと平面ＡＢＣＤの位置関係は直線は平面上にある。 
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問３   「問３を読んでください。」 

   適当に三角形を一つ教科書のまねをして書いてみよう。 

   その頂点から下に足を４ｃｍのばして足先をつなぐと三角柱のできあがり。 

 

（１）平面 ABC 上にある直線 

      ＡＢ，ＢＣ，ＡＣ 

 

（２）平面ＡＢＣと垂直に交わる直線 

      ＡＤ，ＢＥ，ＣＦ 

 

（３）平面ＡＢＣと平行な直線 

      ＤＦ，ＤＥ，ＥＦ 

 

 

  平面を書いてその真ん中の上空に点Ａがある。 

点Ａと平面Ｐとの距離は  この垂線の線分の長さである。 
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問４  「問４を読んでください。」 

 ノ－トに指示しながらいっしょに立方体を書きその一部をつないで 

 三角錐をかく。 

 （１）面ＢＣＤを底面としたとき  高さはＡＤ 

 

 （２）面ＡＣＤを底面としたとき 高さはＢＤ 


